
国際政治演習Ｂ 後期中村　英俊

科　目　名 学期 単位担当教員

参考文献

リアリズムとリベラリズムとのパラダイム論争に注目しながら、「英国学派」の国

際政治理論・思想を理解することを試みる。前期に引き続き、共通の理論研究の文

献を読みながら、特に修士課程1年生に対して、各自が修士論文で扱う事例研究の

テーマを確定していく。修士論文における「中心的な問い」を確定することが最

低・最大の目標だが、そのために、先行文献の調査などを積極的に進めてもらい、

適宜、重要文献（のプレゼンテーションとコメント）を中心とした研究調査報告を

してもらう。

[第１回]　オリエンテーション

[第２回]　国際政治・先行研究報告（その１）

[第３回]　国際政治・先行研究報告（その２）

[第４回]　国際政治・先行研究報告（その３）

[第５回]　国際政治・先行研究報告（その４）

[第６回]　国際政治・先行研究報告（その５）

[第７回]　国際政治・先行研究報告（その６）

[第８回]　国際政治・先行研究報告（その７）

[第９回]　国際政治・先行研究報告（その８）

[第10回]　国際政治・先行研究報告（その９）

[第11回]　国際政治・先行研究報告（その１０）

[第12回]　国際政治・先行研究報告（その１１）

[第13回]　国際政治・先行研究報告（その１２）

[第14回]　討論

[第15回]　まとめ

前期開講「国際政治演習Ａ」を参照

前期開講「国際政治演習Ａ」を参照

演習への積極的な参加。報告のレジュメやレポートなどを総合的に評価する。

国際政治経済学コースの「国際政治演習Ｂ」との合併授業。
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